





められる教員の資質能力として 「専 門職 として
の職責にかんがみ,教 員についてはA教 育者と
しての使命感,B人 間の成長,発 達についての
理解,C幼 児 ・児童 ・生徒に対する教育的愛情,
D教 科等に関する専門的知識,E広 く豊かな教
養 　F実 践的指導力」 を挙げている1}。(記号の
付加は筆者)
　更に,教 員の養成 ・採用 ・研修の各段階にお
ける資質能力形成に係る役割分担 として養成段
階では 「教科指導 生徒指導等 に関する 「最小
限必要な資質能力」を身に付けさせることが示




針 を示 している。広島県では 「求め られる教職
員像」 として,ア 高い倫理観 と豊かな人間性を
もっている(E)。 イ子 どもに対する教育的愛
情(C)と 教育に対する使命感(A>を もって
いる。 ウ専門性 を発揮 し(D),的 確 に職務を
















学,学 部の教師教育において も,こ の変わらぬ
資質能力の育成を視野に入れた指導が求められ
ている。本稿では,教 員養成大学,学 部の教職
科目等の授業(以 下,大 学授業 と記す)に おい








教師 と生徒とのかかわ り方に着 目する必要があ
る。授業 は,通 常,教 師,学 習者,教 材の三者
で構成 されている。教材に媒介 された教師 と学
習者の相互主体的な活動過程が授業の本質であ
る6)。平成20年 版学習指T.要 領の骨格を示す中
央教育審議会答申(平 成20年1月)の 改善項 目
では,こ のことにふれた 「教師が子どもたちと





















b教 師が子 どもと向き合う内容にはii教 授 ・学
習過程の調和で生み出される授業内容が考えら
れる。教材 を媒介 とした教師の教授活動 ・伝達
内容(教 材内容)と 子どもの学習活動 ・発達内
容(反 応内容)の 総和が授業内容である。特に,
その授業内容 は教授活動 ・伝達内容(教 材 内
容)と 学習活動 ・発達内容(反 応内容)を 統合
した時に教材内容を超えた複合的な内容 として
創出されて くる。c教 師が全体,個 別の子ども
と向 き合 う場面ではv授 業における学習者理解
が考えられる。そこには授業集団全体の学習者
理解 と個別の学習者理解がある。
　 このように捉えると,授 業 において教師が子
どもと向き合う行為 ・活動.内 容,対 象には,
教師教育が課題 とする内容が包含されているこ
とが分かる。また,授 業における教師と生徒の
かかわ り方の習得は,教 員養成段 階の 「教科指






の役割 を構想す ると次の6点 が考えられる。
　 1　 教科指導,生 徒指導等のための専門的知
　　 識,技 能及び態度の伝達
　授業とは,時 系列による展開であ り,教 授過
程 と学習過程か ら成る。時の経過 とともに何か
が生 じ,何 かを生み出す過程が授業である。当
然,そ こには講義 ・演習の伝達内容に関するシ
ラバス,毎 時の講義テーマ,板 書(学 習事項),





しか し,教 師教育の授業においては教授 ・学習
過程(teaching-learning　 process)の 原理 を考
rし た授業構成が求め られる。教師教育の対象






向,三 方向の コミュニケー ションが考 えられ







講義 ・説ill　11指示 ・命令,撮 発問.1V発 言の




的影響の言語(1講 義 ・説明,2指 示 ・命令,
3批 判 ・正当化)と 子どもの自発的な発言を促
す間接的影響の言語(4感 情の受容 　5称 賛
6ア イディアの受け入れ,7発 問)の 区分であ
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価値観は教師の姿勢 ・態度か ら自ずと発露す る
ものであ り,そ れが先行 してはならない。
3　 教師教育の授業における 「受講者ノー ト」
　の活用
　教師教育の授業 における教師の役割を考える
一方法 として 「受講者ノー ト」の活用がある。
　(1)教 授 ・学習過程 にお ける 「受講者 ノー
　　 ト」活用の原理
　教授 ・学習過程 とは教師の教授活動 と学習者
の学習活動との協同により成 り立つ授業の過程
である。その教授 ・学習過程には次の原理が付




授 ・学習過程成立の 「自己教育」の原理,④ 教
授 ・学習過程成立の 「自己学習」の原理,⑤ 教
授 ・学習過程成立の 「学習集団成長」の原理で
ある。すでにこの原理の検証の蓄積は多いt3!。
　(2)教 師教育の教師の役割 を担 う 「受講者
　　 ノー ト」の活用
　教師教育の課題 に即 した教師の6つ の役割の
関連,統 合を図るものに 「受講者ノー ト」の活
用がある。教師教育の課題に即した教師の6つ




　 i　 教科指導 生徒指導等のための専門的知
　　識,技 能及び態度の伝達 と 「受講者 ノー
　　 ト」の活用
　「受講者 ノー ト」の活用は,専 門的知識,技
能の伝達 に効果がある。以下の 「受講者 ノー
ト」活用の効果が付加されることにより,更 に
生徒の自己教育力は増進 し,D専 門的知識 ・技
能が 「生 きる力」として生徒 に有効に機能す る。
　 ii　授業における教授 ・学習過程の調和 と
　　 授 講者 ノー ト」活用による③ 「自己教育
　　 (陶冶 と訓育の統合)」 の原理 ④ 「自己学
　　習(陶 冶)」 の原理の作用
　「受講者 ノー ト」の活用は,生 徒の 「自己教




　 iii授 業における教師 と生徒のコミュニケー
　　 ションと② 「三方向のコミュニケーショ
　　 ン」の原理
　「受講者 ノー ト」の活用は,教 師 と生徒の三
方向のコミュニケーションの中で生徒の反応の
喚起 と教 師 のKR情 報(Knowledbe　 of




　 iv　授業における教師の言語活動 と 「受講者
　　 ノー ト」の活用













の理解に留まらず生徒の認知,技 能,情 意か ら
成る全人的な学力(認 知傾向,感 受傾向,操 作
傾向)の 理解,及 び既習の知識,既 有の経験 ・




　vi授 業における教師の姿勢 ・態度 と 「受講
　　者 ノー ト」の活用
　「受講者 ノー ト」の活用は,授 業における教








践の取 り組みを記す と次の通 りである。「受講
者ノー ト」 とは,個 別的には,授 業者の講義内
容に対する受講者の主体的な認識 思考,意 見
等を記す用紙 と全体的には,そ の内容か ら成る
印刷 ・配布物 をいう。毎回,講 義終了10分 ～15
分前に用紙(A4の1/2サ イズz枚)に 記述 さ
せて翌週に評価 ・返却(個 別的な活用)を 行う
ものとその内容の主なものを十数名選んでは印
刷 ・配布(A4サ イズ2枚)す る受講者の反応










12.20)と 第14回 「期待 される学校教 師論」
(2010.1.8)の 記述の中で 「受講者ノー ト」
活用についての学生の考察の一部を取 り出し,
教師教育における教師の6つ の役割に該当する
箇所 を示 して記す と次のようになる。教師の6
つの役割の表記は,以 後,i教 科指導,生 徒指
7-c'等のための専門的知識,技 能及び態度の伝達
は 「專門的知識」,11教 授 ・学習過程のあ り方
は 「教授 ・学習過程J,iii授 業における教師と
生徒のコミュニケーションは 「三方向のコミュ
ニケーション」。iv授 業における教師の言語活
動は 「教師の言語活動」,v授 業 における学習
者理解は 「学習者理解」,vi授 業 における教師
の姿勢 ・態度は 「教師の姿勢 ・態度」 と記すこ
とにする。
　 i専 門的知識:先 生の子 どもに対する理解力,





どもの求める 「授業」「学校」を写 し取 った本
であったと思 う。　　　　 (大現　小松　真琴)
　 ii教授 ・学習過程:14回 の 「教職論」で私の
教師観が変化 した。子 どもに教材内容を教 える
ことが大切だと思っていた。 しか し,一 方向の
授業でなく子 どもを生かした授業を行 うことだ。







講者ノー ト」では,先 生 もまた私たちがどの く
らい理解 しているか確かめている。私はこのア
ウ トプッ トの作業 を重視 したい。 自分では分
‐lea‐
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かっていると思っても人に伝えるとなると簡単
にいかない。　　　　　　 (大現　中井　美歩)






「一生の礎 となる初等教育 とそれを支 える教
師」)大 橋先生のように生徒 を熱 く思い教育に
尽力 しておられる先生に初めて出会った0私 が
い じめに悩んでいた時,大 橋先生のような先生








○　「教職論」(平 成22年 度～課題 レポー トの記
　述(2aii.1.12))
　平成22年 度学生の課題 レポー トの記述(2011.
1.12)の 申で 「受講者ノー ト」活用 について
の考察の一部を取 り出し,教 師教育における教
師の6つ の役割に該当する箇所 を示 して記すと
次の通 りである。
　 i専 門的知識:r教 職論」の授業のテキス ト
を読み進めてい くうちに 「子 どもが生 きる学
校」は 「教師が生 きる学校」でもあるのだと感
じた。子 どもが 「生 きる」方法や術 を教師は教
え伝 えていく。教師には努力,忍 耐,愛 情,ス
キルの向上,安 定 した指導力など多 くのことが
必要とされる。教員同士の連帯,協 調 も大切だ。
















たれ敬意 を示されると益 々やる気が沸 く。生徒
の授業態度は教師が創 り出す ものだということ
が分かった言葉である。　 (大現　須崎　由希)






　 v学 習者理解:私 は教師になることは全 く考
えていないが,将 来,自 分が子 どもを持った時
に役に立てるのではないかと思い 「教職論」を
受講 した。(レ ポー ト 「親が知るべ き学校～モ
ンスターペアレントになる前に」)
　　　　　　　　　　　　(短英　小瀬　佳苗)




の投げかけ,授 業後には 「受講者 ノー ト」,毎
時間,よ い経験をさせていただいていると思 う。




(2011.1.20)の 中で 「受講者 ノー ト」活用に
ついての考察の一部を取 り出し,教 師教育にお
ける教師の6つ の役割に該当する箇所 を示 して
記す と次の通 りである。








　 v学 習者理解:一 人一人を見ることが一人一
人の人権を尊重 していることの体現であ り,そ
れによって相互理解がなされ 「人権教育」が行
われるのである。まさに,こ の授業 こそが 「人
権教育の鑑」であるのだと考えることができた。
　　　　　　　　　　　(短初　石川　美智子)
　 ・私は 「受講者ノー ト」の記述を通 して先生
に見ていただくことで,大 勢の一人ではなく個
人として見て くれることで自分 自身の 「尊厳」
「個性」を受容 尊重 して もらっていると感 じ
た。また,全 員に朱書 き指導をして くださるこ





　V1教 師の姿勢 ・態度:私 はこの 「入権教育
論」の授業で眠 くなったことがない。先生が私
たちをよく見て くれている,見 つめて くれてい
ると認識できるか らだ。　 (短初　片岡　佳奈)





中で 「受講者 ノー ト」活用についての考察の一
部 を取 り出し,教 師教育における教師の6つ の
役割に該当する箇所を示 して記す と次のように
なる。






　 1ま教授 ・学習過程:集 中講義では子 どもと向
き合うことの重要性が分かった。大橋先生の影
響 も大 きい。毎回,数 十人の講義ノー ト,コ メ
ントを付けて返却。私が教師になった時,こ の
ようなことがで きるよう積極的に生徒 と向 き












がアシス トす る授業だ。　　　　 (千頭　慶祐)





のような関係では生徒が 自ら発言 したり,懸 命
に論述 したりというような言語活動は望めない。
これか ら教師が真っ先にすべきことは,一 方的




充実 した4日 間だったと思う。　 (小松　詩織)
　vi教師の姿勢 ・態度:教 師は生徒に自分の考
えを押 し付ける評論家のような教師になっては
いけない。それに情熱を注 ぐのではな く生徒 と



















言語活動 を行うことで生徒の 「受講者 ノー ト」
の記述は活発になる。`T1授業における教師の姿
勢 ・態度については,「 受講者 ノー ト」の活用
が教師の在 り方を考える教材 として学生に受け
止め られていた。
　② 「受講者ノー ト」個別的な活用1よ 各科 目
の専門的知識,技 能の伝達内容にも有効に機能
している。「教職論」では教育課程の指導の在
り方,学 校教師の教育理念,指 導観 児童 ・生
徒観など教師の資質 ・能力の形成を意図して授
業を計画したCそ の申で学生は自らの学習者体
験と重ね合わせ,学 校,授 業,教 師の在 り方に
ついてテキス トをもとに積極的に思考 し,そ の
自己教育,自 己学習の場 として 「受講者 ノー
ト」を活用 していた。更には,教 育方法,教 師
の在 り方を考える教材にもしていたことが分か
る。「人権教育論」では.人 間の権利は尊厳,
自由,平 等,公 正 など複合的な価値観 を内包 し,
その人権尊重の理念を理解,体 得 させることを
意図として教材 を整備 し授業 を計画 した。140
人の学生は当初,「 受講者ノー ト」 を講義内容
理解の診断 ・評価の場 として捉えていたが,次
第に主権 にかかわる複合的な価値をそこに見出
し,「受講者ノー ト」活用 を価値づける動 きが
見 られた。






を内容として授業を計画 した。「受講者 ノー ト」
は短期問の活用 なが ら授業における非常勤講師
(筆者)と 学生のかかわ り方の基盤整備 に役立
ち,学 生自ら中 ・高校の関連授業の想起 と講義
内容 との関連思考を促 し.主 体的な認識形成の
場 となっていた。
2　 「受講者 ノー ト」全体的な活用の実践
　大学授業における 「受講者 ノー 肩 の全体的
な活用,筆 者は本学では 「社会科教育方法論」
(前期)と 「社会科教育内容論」(後 期)に おい




る。 王成長 ・発展への志向(1目 標の感覚 と意
識　 2達 成 ・向上の意欲)H自 己の対象化 と統
制(3自 己の認識 と評価の力　 4自 己統制の
力)盈 学習の技能と基盤(5学 び方の知識 と技










　 自分の文章の稚拙 さが分かった。(H自 己の
　対象化 と統嗣)ま とめ方も様々で,あ る授業
　が難 しく分からなかった時など他者の 「受講






　感で きた。(N自 信 ・プライ ド)社 会科授業
　の意義だけでなく集団授業の在 り方を知った。




　 を記述(皿 学習の技能 と基盤),そ の後 　も




　だ と思 え,一 層授業 を頑張ろうと思 えた。
　 (1成 長 ・発展)「 受講者ノー ト」の返却で先
一133一
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　生が身近 に感 じられ,記 述が楽 しくなった。
　 (R噛 信 ・プライド)　 (大史2　 藤井 翔子)
・「受講者ノー ト」は私 にとって自分 と向 き合
　 う時問,友 達の考えと向 き合 う時間,コ メン
　 トを通 して先生 と向 き合 う時間であった。
　 (H自 己の対象化)ク ラス皆で授業を創ると
　いう印象であ り,私 もしっかりその一員なの




・自らの 「受講者ノー ト」 と12回分の 「受講者
　 ノー ト」 を通読 して感 じたことは,最 初に比
　べると皆や自分の文が花に水を与えたかのよ
　 うに成長 し良い文を多 く書いている人がいた
　 とい うことである。(皿 学習の技能)「 受講者
　 ノー ト」 を書 くために授業を真剣 に聞き,自
　 ら問いを持 ったり.思 い出した りと向上心が
　高 くなった気がする。(1成 長 ・発展)先 生
　にも見てもらい,自 分も見て,他 入 も見ると
　いう 「受講者ノー トトライアングル」 と名付
　けたい。 領 自己の対象化)
　　　　　　　　　　 (大国2　 久保　友紀子)
　(2>「 受講者 ノー ト」活用 とレポー ト発展学
　　習(自 己教育力)
　　「社会科教育方法論」の個人レポー ト(2011.
7.7)の 記述 と 「社会科教育内容論」の共同
研究 レポー ト(Zola.12.17)の 記述の一部を
取 り出 し,自 己教育性の四側面に該当する箇所








かに授業を創 るか という視点が含 まれる。社会
科授業 を創 る楽 しさに挑戦 したい。(1成 長 ・
発展への志向)(略)調 査をしているうちに当
事者には申し訳ないが研究に追い風が吹いた。














のパ ンフレッ トの中の 「京都に命の水 をもたら
します」 という言葉が忘れられない。「命の水」
を児童に実感を伴った理解 をさせることがで き
た ら,私 の期する授業は成功 だ。(W自 信 ・プ
ライ ド・安定性)










　(略)鹿 苑の中には怪我 をした鹿,農 作物を
食べた鹿などがいた。 どこか寂 しげな雰囲気が
漂っていて,改 めて,本 当の 「共生」とは何か
について考 えた。佃 学習の技能 と基盤)汗 を
かきなが ら歩き回ったフィール ドワークはとて
も充実 し,有 意義な時間だった。 カメラとペ ン
を首か らぶら下げ,ボ ー ドを手に調査した時間
は,一 つ一つの発見が うれ しく,わ くわ くする
ものであった。私自身の問題解決能力を磨 くこ
ともできた。儘 自己の対象化 と統制)(略)完
成 したレポー トを手に取 ると達成感に満ち溢れ
る。以前にも増 して,生 まれ育った奈良が好 き
になった。(W自 信 ・プライ ド・安定性)
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に ・おわ りに(井 上)鴨 川の様子 ・四季(高
橋)鴨 川の環境活動 ・私達にで きること(伊
丹)鴨 川マップ ・インタビュー(森 下)鴨 川の









成感に も浸 ることがで きた。(皿 学習の技能 と
基盤)(略)友 達 どころか知 り合 いもいないグ
ループ研究だったのでどうなるだろうと思って
いたが,終 わってみるととても楽 しかった。
(W自 信 ・プライ ド・安定性)

































思った。(丑 自己の対象化 と統制)学 部 を超え
た新 しい仲間,考 えの発見ができとて も楽 しく
学ぶ ことがで きた。(W自 信 ・プライ ド・安定
性)こ の調べ学習こそが 自ら課題を見つけ,自
ら学び,自 ら考え取 り組むという学びの場だと













　②教授 ・学習過程成立の 「受講者 ノー ト」活
用の5つ の原理が実証 された。特 に,「 受講者
ノー ト」全体的な活用の場合は受講者の自己教
育性(陶 冶 と訓育の統合)の 促進 と自己学習力
(陶冶)の 増進,更 に受講集団のモラールの高
揚 に有効 である。個人 レポー ト,共 同研究 レ










即ち幼児 ・児童 ・生徒の成長,学 習活動支援に
関する資質能力 としては,B人 間の成長,発 達
についての理解,C幼 児 ・児童 ・生徒に対する
教育的愛情。③両者に共通する資質能力 として






方法 としてr受 講者ノー ト」の活用を取 り上げ
てきた。その結果 教育職員養成審議会が示 し
た不変の教員の資質能力の6項 目は,「 受講者
ノー ト」活用の中で有効に機能 し,授 業構成の
二要素の充足に一定の効果があることが判明し
た。
　平成20年 版学習指導要領の改善項 目 「教師が
子 どもた ちと向 き合 う時間の確保」は,主 に
「授業時間における在 り方」を指 した ものであ
る。その際 「教 師が子 どもと向 き合 う時問」
のねらいは,教 授活動のためだけでなく,子 ど
もの学習支援活動のためだけでもない。両者の
時間の調和が重要であ り,そ の点で 「教師が子





































　　 研究一 「受講者ノー ト」の活用を中心 とし
　　 て」縞 知大学教育学部研究報告』第1部
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